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  回る銑往性血清反回に麟て

               鳥邊 葺逸

 既往に冤疫操作を受けて冤疫盤を獲得せる動

物に，時目．の経過後冤疫禮の一旦下降せる後或

は漕失後第；次操作として同種文は異種抗元を

移植する事を翫往性血清反鷹といふ。

 余は家兎「トリパノゾーマ」の自働冤疫に於て

該現象獲現の有無及輕過を究明せんとして「ア

グロメラチオン」現象を示標として本：霊験をこ

ころみたり。

  経皮冤疫に毒する事象的研究（其二）

．第三編．腸「チフス」A型B型「パラチフス」豫

院接種による抗膿減退乃至消失後に同抗原を以

ての経皮量疫（鍛報）

              松室．守義

 「チフス」菌、「パラチフス」菌（A型B型）1「ワ

クチンJ皮下注射印ち制式腸「チフ．ス」豫防接種

完了によりて生ぜる白面の減退又は浩産後に於

て同「ワクチン」塗布を施す時は被塗布人膿血申

に抗膿の産生を認む051maj血中には鼠「チフス」

菌赤痢異型菌（F型及Y型）に封ずる凝集素を認

めず。

  リーチ；ンベルグ氏天騨ζ題する知見補遺

  第5編 ＄窪伍と血t］、叛箒荷現象

               高崎  澄

 「レイシュマ＝ア・ドノヴァ＝」の純粋培養を

使用し健康「マウス」の血液に就て四季を蓮じ血

小板帯荷現象を實験したるに冬期及早春κ：強陽

性なりし血小板響荷現象は晩春より初秋に亘り

て成績不定となり且陰性に傾く事實を認め得た

Yo帥該現象と季節の間には或程度の關係ある

・もの玉如し。（以上伯井抄）．
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  皮内出血に績嚇せる廣範なる持久性

  皮薗色講斑の一例

               中村  實

 34歳女子の胸腹部脊部及爾側上豚部に亘る皮

下出血に績糞した十干な持久性色素沈着斑で血

液所見としては血小板数」曾薄い赤血球は滲透

最小抵抗力の低下及び沈降速度の促甦．を示1し

た。樹組織學的には封皮上暦に於ける色素細胞

．の顯著檜多｛毛細血管充盈及斑最盛．を認．めた。．

  Boeck氏類狼瘡の二例

               田中．．謙

 第1例は27歳女子の爾側下腿に・．第2例は35歳

女子の細面に生じた本症例で．雨例共ピルケ無

反慮は陽性を示し第2例に於ては既往に結核性

頸部淋巴腺炎と結核性選鉱角膜炎があった。治

療法としては第1例は「ツベ刀タリン」療法にて

相當の効果を認め，第2例は金製彌Gurgdlに

て良効を牧めた。

  乳囎欺潰蕩性膿皮症の二例

               管井 正憲

 16歳中學生及60歳男子農夫の，．前者は図心に

後者は手渡に何れも刺傷に績漉した本症の2例

を報告してみる。

  外傷性腎出血の三例こ就て

              大川 隆之

 一般に腎臓皮下損傷と呼ばれる本症の3例を

報告し本症は血尿が唯一の症釈で患側も膀胱鏡

的にのみ確定し得たもので輕微な外力に因って

も腎出血を來し得且外力の強弱と血尿の程度又

は腎損傷の程度とは必ずしも一致しないもので

あると。

  腎臓艮性混合腫瘍の一例．

              桶口謙太郎

 44歳の男子に慢性に盗り一見悪性腎腫瘍を疑

はしめた患者で，手衛後組織的検査により比較

的稀な腺腫及び血管月球から成る良’性混合・固重瘍で

あ．つた。

  a角三三症に於ける画済學酔研究

              津留  壽

 ロ墨縄燗症の19例に血騒騒慮を行ったが、症

歌が定型的である場合は明かに燃油反癒物質の

存在を認めた。而して本症と關係ない糞便中醸

母菌保有者との間に血強磁的に差異を認める事

は至難であるが多少の参考は期待される。

  自癬風の統評的i親察
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